
○現地調査及び航空写真等を元に、縮尺1/25000植生図138図面を作成。平成２１年度末時点で全国の約５０％の整
備が完了。
○ヒグマ、ツキノワグマ、ニホンジカ、ニホンザル、イノシシの全国個体数の推定方法とその動向の把握方法を検討し、
個体数を試算。
○シギチドリ類、ガンカモ類、海鳥、ウミガメについて、わが国の主要な生息地での個体数等を調査。
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事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

わが国の自然環境の現状を把握し、自然環境の改変状況を把握するため、現在以下の調査を継続的に実施。
○わが国の自然環境の状況を示す基盤的な地図であり、環境影響評価等の基礎資料となる縮尺1/25000植生図を作
成する。
○農林水産業や生態系等に大きな影響を及ぼし、社会的な問題となっている哺乳類について、全国的な生息状況とそ
の推移を調査し、野生生物管理の基礎情報を提供する。
○わが国の生物多様性に関する基礎情報とするため、シギチドリ類・ガンカモ類等の生息状況・繁殖状況を調査する。

わが国の自然環境の現状を把握するとともに、自然環境の時系列的な改変状況の把握を、昭和48年度から30年間以
上にわたり継続的に実施。わが国の生物多様性に関する基礎情報を収集し、保護地域の設定、野生動植物の適切な
保護管理など、わが国の自然環境行政の推進のために不可欠な基礎情報を提供する。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

268298

執行率 96% 97% 98%

事業番号 １５１

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　         (環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
昭和４８年自然環境保全基礎調査費

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

　一部改善

　(継続して行っている事業であり、事業内容を重点化する等して予算規模を見直すべき。)

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

　本事業は，わが国の自然環境の現況とその変化を捉え，自然環境保全施策に活用することを目的として，自然環境
保全法に基づき昭和48年から実施している調査である。自然環境保全施策や環境影響評価の資料として広く利用され
ており，今後とも継続的に自然環境の現況とその変化を調査していく必要がある。
　各請負契約の実施にあたっては、一般競争入札等の価格競争により実施しているものであり、予算の範囲内で充分
な成果を上げている。引き続き競争性のある契約を実施するとともに、植生図整備事業について，人工衛星データを活
用した図化作業の簡略化の検討を行うなど，効率的に自然環境の現況を調査できるよう努める。

本調査についてはそれぞれ請負契約に基づき実施しており、請負業者が業務を履行するにあたっては、環境省監督職
員の指示に基づき業務を遂行するとともに、調査結果等の成果品により検査職員が適正に履行されたことを確認して
いる。
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19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後） 250

総事業費(執行ベース) 286 323 246

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

担当課室 生物多様性センター

上位政策

センター長  水谷知生自然環境局

一般会計

担当部局庁

生物多様性の保全等に必要な経費

270

323 246

関係する計
画、通知等

自然環境保全法第４条
生物多様性基本法第22条

第３次生物多様性国家戦略

22年度 23年度要求



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

環境省
（246百万円）

Ａ．(株)アジア航測

（34百万円）

Ｂ．(株)エコニクス

（14百万円）

Ｃ．(株)プラトー研究所

（12百万円）

Ｄ．(株)環境計測

（13百万円）

Ｅ．(株)環境総合テクノス

（24百万円）

Ｆ．(財)自然環境研究センター

（101百万円）

Ｇ．NPO法人バードリサーチ

（25百万円）

Ｈ．(財)山階鳥研鳥類研究所

（12百万円）

Ｉ．NPO法人ウミガメ協議会

（10百万円）

Ｊ．(株)パスコ

（1百万円）

植生調査植生図精度管理業務の実施

植生調査植生図作成業務（北海道）の実施

自然環境保全基礎調査の管理統括

植生調査植生図作成業務（近畿・中四国）の

実施

植生調査植生図作成業務（関東）の実施

特定哺乳類生息状況調査、中長期方針策定

業務、情報管理支援業務の実施

シギチドリ類調査、ガンカモ類調査の実施

海鳥類調査の実施

ウミガメ類調査の実施

ＧＩＳ活用促進事業の実施

植生調査植生図作成業務（北陸）の実施

「一般競争入札（総合評価）」

「一般競争入札（総合評価）」

「一般競争入札」

「一般競争入札」

「一般競争入札」

「一般競争入札」

「一般競争入札」

「一般競争入札（総合評価）」

「一般競争入札（総合評価）」

「一般競争入札（総合評価）」



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 24 計 1

雑役務費 植生調査費（近畿・中四国） 24 雑役務費 ＧＩＳ活用促進に係る研修会開催
費

1

Ｅ．(財)環境総合テクノス Ｊ．(株)パスコ

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

Ａ．(株)アジア航測　 Ｆ．(財)自然環境研究センター

使　途
金　額

(百万円）

特定哺乳類調査費 等 101雑役務費 植生調査精度管理費 34 雑役務費

使　途
金　額

(百万円）

101計 34 計

雑役務費 植生調査費（北海道） 14 雑役務費

Ｂ．(株)エコニクス Ｇ．NPO法人バードリサーチ

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

25鳥類調査費（シギチドリ・ガンカモ）

計 14 計

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

25

雑役務費 植生調査費（関東） 12 雑役務費 鳥類調査費（海鳥類）

Ｃ．(株)プラトー研究所 Ｈ．(財)山階鳥類研究所

費　目 使　途

12

金　額
(百万円）

費　目

12

Ｄ．(株)環境計測 Ｉ．NPO法人ウミガメ協議会

計 12 計

使　途
金　額

(百万円）

雑役務費 植生調査費（北陸） 13 雑役務費 ウミガメ調査費 10

費　目 使　途

10計 13 計


